
【成人式特集】(p2~7)

若者の門出

【Health information part】（p8~9)

よい歯の児童・生徒を表彰しました

【地域おこし協力隊活動日誌 VOL.17】（p10~11)

Main presenter 青樹隊員

【議会だより】（p18~25)

第６回定例会

【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人 VOL.59】（p15)
えがすきクラブ　金谷紘ニさん
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平
成
31
年
矢
祭
町
成
人
式

は
、
１
月
13
日
（
日
）
に
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
新
成
人
が
大
人
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
町
内

在
住
ま
た
は
本
町
出
身
で
、

１
９
９
８
年
４
月
２
日
か
ら

１
９
９
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
54
人
。
そ
の
う
ち
45

人
が
式
典
に
出
席
し
、
晴
れ
の

日
を
共
に
迎
え
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
生
ま
れ
た
20
年
前
に

は
、
上
信
越
自
動
車
道
の
全
線

開
通
や
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ア
イ

ボ
」
の
登
場
、
第
41
回
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
特
別
賞
を
受
賞
し

た
「
だ
ん
ご
３
兄
弟
」
の
ヒ
ッ

ト
な
ど
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ

た
年
で
し
た
。
ま
た
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
（
２
０
０
０
年
）
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
が
世
界
各
地
で
催

さ
れ
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

を
目
前
に
控
え
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
に
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の

方
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し

成
長
し
て
き
た
彼
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
明
る
い
時
代
を
担
い
、

本
町
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。』

若
【
成
人
式
特
集
】

の
者

出
門

●中石井
　星　　優香

●下石井
　高橋　美帆

　鈴木　萌花

　吉岡　晴希

　菊池　和也

●戸塚
　菊池　春輝

　菊池　奏多

　小松　あさひ　

　佐藤　翔輝

●東舘
　石井　未紗

　嘉成　はるか

　鈴木　美穂

　佐藤　芳紀

　髙信　葵美

　郡司　英彰

　金澤　知典

　吉岡　拓郎

　大木　綜一郎

　角田　桃華

　田中　隼人

　松本　愛姫

　石井　彩輝

　石井　瑞樹

　鈴木　龍

　石井　雄大

　鈴木　晴果

　多川　睦美

　尾梶　真美子

●宝坂
　薄井　達也

　益子　祐一

　古市　秀生

　片野　大成

●小田川
　尾亦　歩香

　横山　智美

　藤田　大暉

　佐藤　綾音

●下関河内
　浅見　光二

●上関河内
　鈴木　麻希

　小瀧　美月

　佐藤　大樹

●大垬
　橋本　愛華

●山下
　柴田　まりあ

●関岡
　日下　綾菜

　菊池　拓哉

　緑川　翔太

　松山　司

●内川
　石井　千鶴

●茗荷
　松本　望

　増子　夏海

　大山　魁人

　増子　蓮太郎

●石川町
　金内　さゆか

●塙町
　竹田　瞳

　竹田　樹

■男子：30人

■女子：24人

【成人式特集】若者の門出

新成人たちの
　　　　　未来

明日に輝く54人の新成人

これからを担う若者たちの晴れ舞台

　中学生であった彼らは、明る

く、自分たちで考えて何でもで

きる生徒でした。授業以外でも

人のためになることは積極的に

頑張っていたなということを覚

えています。

　あれから５年が経過して成人

を迎えた彼らを見ると、身体だ

けでなく精神的にも立派な大人

になっていて、たくましく感じ

る反面、笑顔は当時のまま変

わっていないなと思いました。

　そんな彼らには、夢や目標を

持ち、何事にも挑戦する大人に

なってほしいですし、いつまで

も笑顔でいることを忘れないで

ほしいと願っています。

　成人おめでとうございます。

夢や目標を持ち、何事にも挑戦する大人になってほしい

晴れて大人の仲間入りを果たし、

大きな一歩を踏み出した平成最後の新成人たち。

これからを担う若者たちは旧友との再会を喜び合い、

それぞれが自らの進む未来と向き合いました。

ー 平成３１年成人式 －

【矢祭中学校元担任】

高萩 貴之さん
　　 美紀子さん

Interview



　本日、成人式という人生の節目を迎え

ることができたこと、とても嬉しく思い

ます。

　今日を迎えるまでに過ごしてきた日々

の中で、たくさんの人との出会いは、今

の私へと成長させてくれた大切な宝物

で、感謝の気持ちでいっぱいです。楽し

かったこと、嬉しかったことを思い返す

と、たくさんの笑顔を思い出し、辛かっ

たことを思い返すと、支えてくれた人の

頑張れ、大丈夫の言葉を思い出します。

　たくさんの人に支えられてきたこの

二十年間。特に、いつも近くで支えてく

れていた家族には、伝えきれないほどの

感謝があります。辛い時も、苦しい時も

支えてくれたこと。楽しいことがあった

時は一緒に喜んでくれたこと。毎朝、学

校へ行くときは「いってらっしゃい」と

送り出し、帰宅すると「おかえり」と迎

えてくれたこと。「いってきます」「ただ

いま」と私が返さない日があっても、必

ず毎日言ってくれました。毎日の当たり

前の、ちょっとしたことが心の支えに

なったり、そっと背中を押してくれたり

しました。

　今日は、今まで言えなかった分の『あ

りがとう』を家族に伝えたいです。

　『ありがとう　お父さん』

　『ありがとう　お母さん』

　『ありがとう　おじいちゃん』

　『ありがとう　おばあちゃん』

　『ありがとう　姉妹たち』

　これからは、成人としての自覚を持ち、

思いやる優しさを忘れずに、そしてこれ

までの感謝の気持ちを言葉で伝えるだけ

でなく、行動でも示していきたいです。

5 45

【成人式特集】若者の門出

　本日は私たちのために、このような盛

大な成人式を催していただき、誠にあり

がとうございます。成人式を迎え、成人

になったと改めて実感するとともに成人

としての自覚を持って日々精進して参り

たいと思います。

　私は、こうして元気に成人式を迎える

ことができ、大変嬉しく思います。元気

に成人になれたのも、厳しく時には愛情

を注ぎ育ててくれた家族や、幼い頃から

ずっと一緒に苦楽を共に歩んできた友

達、見守り支えてくださった先生方や地

域のお陰であることを深く感謝し、心よ

りお礼申し上げます。

　私は成人に成って思うことがありま

す。それは家族の大切さです。家族がこ

こまで愛情を込めて育ててくれたからこ

そ、こうして成人になれました。私は小

学４年から高校３年までの９年間野球を

していました。毎日の送り迎えやお弁当

など、どんなに朝早くても母は早く起き

てお弁当を作ってくれました。中学の時

は片道１時間半の道のりを父が送迎して

くれました。結果が出ずに悩んだ時にい

つもそばにいてくれたのは家族でした。

よく父に叱られた時「できる、できない

じゃない。やるか、やらないかだ」と言

われて、その時はその意味が分かりませ

んでした。ですが今こうして成人になっ

て父の言葉の意味が分かった気がしま

す。

　今は大学で学問に取り組んでいます

が、将来、家族が出来た時、父や母が愛

情を注いでくれたように、子供に愛情を

注ぎたいと思います。

　矢祭町はいいところがいっぱいです。

自然が豊かで、観光地である矢祭山のツ

ツジや久慈川の鮎、でも一番は、温かい

目で見守り家族のような温かい愛情を注

いでくれた地域の皆様です。この方々に

恩返しができるよう日々精進して参りま

す。

　最後に、既に就職され社会に貢献され

ている方と比べると、まだ人として未熟

ではありますが、今後ともご指導ご鞭撻

を賜りますよう、お願い申し上げます。

大
木
綜
一
郎
さ
ん

お
お
き
そ
う
い
ち
ろ
う
（
東
舘
）
平
成
31
年
矢
祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

新成人がそれぞれに想うこと

松
本
愛
姫
さ
ん

ま
つ
も
と
あ
き
（
東
舘
）
平
成
31
年
矢
祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

　

今
年
の
成
人
式
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
想
い
が
垣
間
見
れ
ま
し
た
。

　

成
人
者
代
表
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

た
金
澤
知
典
さ
ん
は
、
壇
上
で
ロ
ッ

ク
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と
で
自
分

の
想
い
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

成
人
者
主
張
発
表
を
行
っ
た
大
木
綜

一
郎
さ
ん
と
松
本
愛
姫
さ
ん
（
左
記

参
照
）
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
を
支
え

て
く
れ
た
友
人
や
先
生
、地
域
の
方
、

そ
し
て
何
よ
り
も
家
族
へ
の
感
謝
と

い
う
想
い
を
言
葉
に
し
て
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
は
、
そ

れ
ら
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な

目
標
を
定
め
、
さ
ら
な
る
一
歩
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
式
典
後
半
に
は
、
20
年

と
い
う
月
日
が
経
ち
、
無
事
に
成
人

を
迎
え
た
我
が
子
に
対
し
て
、
数
名

の
保
護
者
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
れ
、
大
人
と
し
て

の
責
任
や
自
覚
を
胸
に
羽
ば
た
こ
う

と
し
て
い
る
彼
ら
に
祝
福
と
激
励
の

想
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

新成人たちの
　　　　　想い

「2
お と な

0 歳」と言われるようになったことで、

いろいろな想いが込み上げてきた。

家族や友人、地域の方に感謝しながら、

それぞれが夢や希望に向かって歩み始める。

感
謝
を
胸
に

新
た
な
目
標
へ
向
か
う
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1_ 成人証書を受け取る成人者代表の吉岡拓

郎さん／２_新成人の晴れ姿をデジカメや

スマホに納める保護者／３_成人を迎えた

我が子にサプライズメッセージを送る保護

者／４_スマホで自撮りを楽しむ新成人／

５_鮮やかな袴姿に囲まれての記念撮影／

６_久しぶりに再会した友人との記念撮影

１
２

３

４ ５ ６

商工会青年部の取り組み

【成人式特集】若者の門出

　現在、１歳の娘の育児を

しながら実家で毎日を過ご

しています。成人を迎えた

機会に、私と娘を経済的・

精神的に支えてくれている

父に対して、感謝の気持ち

を伝えたいなと思っていま

す。

　そして、これからは大人

としての自覚を持ち、挨拶

など当たり前のことを当た

り前にできる人になってい

けたらなと思います。

成人式副実行委員長

星　優
ゆ う か

香さん

支えてくれている父に感謝を伝えたい

【中石井】

　今は、救急救命士になる

ための専門学校に通ってい

ます。夢が救急救命士とい

うこともあり、たくさんの

人に信頼される大人になれ

たらと思っています。

　また、部活動や進路のこ

となど、好きなことを存分

にさせてくれて、どんな時

でも応援してくれた両親に

感謝するとともに、これか

らは少しづつ恩返しをして

いきたいと思います。

たくさんの人に信頼される大人になりたい

Interview

決意を新たに、さらなる一歩を踏み出す

新成人たちを
　祝う取り組み

- 20Age Ceremony -

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
地
方
に

後
継
者
が
少
な
い
こ
と
や
人
口

の
都
市
部
集
中
な
ど
に
よ
り
、

若
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

戻
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
全
国

各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
現
象
で

あ
り
、
本
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
現
状
の
中
で
、
若
者

が
地
元
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る

よ
う
願
い
を
込
め
た
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
が
町
商
工
会
青

年
部
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

左
記
に
掲
載
し
て
い
る
よ
う

な
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
、
新

成
人
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
う
だ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
を
担

う
若
い
世
代
と
共
に
、
自
分
た

ち
の
地
域
を
輝
か
せ
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
を
持
ち
、
取
り

組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
想
い
が
通
じ
、
今
年
の

新
成
人
の
多
く
が
こ
の
矢
祭
町

に
戻
り
、
地
域
を
活
性
化
し
て

く
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

若
い
世
代
と
共
に

地
域
を
つ
く
る

　成人式会場であるユーパル矢祭のロ

ビーにおいて、臼と桝による祝い餅（き

な粉・胡
くる み

桃餅に松葉を添えて提供）をつ

いて成人者や保護者に振る舞いました。

この餅には、「まめで（元気で）帰ってく

る身を待つ」という願いが込められてい

ます。

　10 年前（2009 年）から始めた「夢ッセー

ジ」事業。新成人に 10 年後の自分への

メッセージをハガキに書いてもらい、そ

れを 10 年後に届くように投函するという

取り組み。今年は、10年前に書いてもらっ

たハガキを投函する第 1回目の年であり、

矢祭郵便局において投函式が行われまし

た。

成人式実行委員長

菊池 拓
た く や

哉さん
【関岡】

矢祭町で生まれ育った新成人たちに、

元気で地元に戻ってきてもらい、共に地域を輝かせたい。

そんな願いを込めた取り組みを続け、

毎年、彼らが大人の仲間入りをすることを祝う。

◀今回の投函で 10 年前

の自分から「夢ッセージ
」が届いた菊池真武さん。
10 年前は大学生だった菊
池さんのハガキには、『元
気してるかな？』『どんな
仕事してるかな？』『結婚
はしているかな？』とい
った内容が書かれていま
した。
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Health 
information

健康情報

よ
い
歯
の
児
童
・
生
徒
を
表
彰
し
ま
し
た

「かみかみ給食」メニューを紹介します

　

矢
祭
町
子
ど
も
の
健
康
を
考
え

る
連
絡
会
で
は
、
虫
歯
対
策
を
重

点
事
業
の
一
つ
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
予
防
へ
の
意
識
付
け
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
生
ま
れ

て
か
ら
１
度
も
虫
歯
に
な
っ
た
こ

と
が
な
い
児
童
・
生
徒
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

本
事
業
初
の
よ
い
歯
の
健
康
大

賞
を
受
賞
し
た
方
は
、
矢
祭
小
学

校
１
人
、
矢
祭
中
学
校
４
人
の
合

計
５
人
で
し
た
。

対
象
者　

①
小
学
校
６
年
生
ま
で

　

一
度
も
虫
歯
に
罹
患
し
て
い
な

　

い
児
童
／
②
中
学
校
３
年
生
ま

　

で
一
度
も
虫
歯
に
罹
患
し
て
い

　

な
い
生
徒

表
彰
内
容　

対
象
者
に
表
彰
状
及

　

び
記
念
品
（
図
書
券
・
歯
ブ
ラ

　

シ
セ
ッ
ト
）

　
『
噛
み
ん
ぐ
30
』
と
は
、
一
口

に
つ
き
30
回
噛
ん
で
か
ら
食
べ
ま

し
ょ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

矢
祭
町
子
ど
も
の
健
康
を
考
え
る

連
絡
会
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

広
め
て
い
く
こ
と
も
重
点
事
業
と

今
年
度
か
ら

表
彰
を
始
め
ま
し
た

　今はむし歯にはなっていませ

んが、これからいつなるか分か

らないので、しっかりと歯みが

きをして、みがき残しが無いよ

うにしていきたいです。また、

中学校にいってからの３年間

も、それ以降もむし歯にならな

いようにしたいと思います。

【矢祭小学校６年】
菊池　政文さん

　私が心がけていることは、１

日３回、５分間歯みがきをする

ことです。また、ジュースや甘

いお菓子などをできるだけ食べ

ないようにしています。私は、

この当たり前のことをして、虫

歯をつくらないようにしていま

す。

【矢祭中学校３年】
石井　翔空さん

　私が一番心がけたことは、『歯

磨きを忘れない』ということで

す。そして、歯みがき粉はフッ

素入りのものを使っています。

むし歯は痛くて、怖いイメージ

があるので、これからもむし歯

にはなりたくないなと思いま

す。

【矢祭中学校３年】
藤田　悠さん

　食後の歯みがきはもちろんの

こと、友達とたくさん話して、

だ液をたくさんつくることが個

人的には良いと思っています。

これからも歯と友達を大事にし

て、虫歯をつくらないように努

力していきたいと考えていま

す。

【矢祭中学校３年】
金澤　恵太さん

　ご飯を食べた後にすぐ歯みが

きをしても再び歯石になってし

まうので、私は家では食べた

３０分後に歯みがきをすること

を心がけています。また、奥歯

にみがき残しがないように注意

しながらみがくことも心がけて

います。

【矢祭中学校３年】
佐藤　優凪さん

普
段
心
が
け
て
い
る
こ
と
や

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

● Interview ●  表彰された５人にお話を伺いました

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

噛
み
ん
ぐ
30

し
て
い
ま
す
。

【
効
果
】　

①
肥
満
を
防
ぐ
▼
良
く
噛
む
こ
と

　

で
、
脳
が
刺
激
さ
れ
、
食
べ
過

　

ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

②
胃
腸
の
働
き
を
良
く
す
る
▼
噛

　

む
こ
と
で
消
化
さ
れ
や
す
く
な

　

り
ま
す
。

③
味
覚
の
発
達
▼
噛
む
時
間
が
長

　

け
れ
ば
、
味
を
感
じ
る
時
間
も

　

長
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

　

と
で
、
味
が
よ
く
分
か
る
よ
う

　

に
な
り
ま
す
。

④
が
ん
の
予
防
▼
唾
液
に
含
ま
れ

　

る
ペ
ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
が
活
性

　

酸
素
を
除
去
し
、
が
ん
を
予
防

　

し
ま
す
。

⑤
言
葉
の
発
音
が
良
く
な
る
▼
口

　

の
周
り
の
筋
肉
が
働
き
、
は
っ

　

き
り
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑥
歯
の
病
気
を
防
ぐ
▼
噛
む
こ
と

　

で
唾
液
が
良
く
出
て
歯
の
汚
れ

　

を
洗
い
流
し
ま
す
。

⑦
脳
が
良
く
働
く
▼
良
く
噛
む
こ

　

と
で
脳
へ
の
血
流
が
増
え
て
、

　

脳
が
良
く
働
き
ま
す
。

材料名 一人分量 (g)

小松菜 40

薩摩揚げ 12

白滝 10

醤油 1

みりん 0.8

ごま 0.6

和風だし 0.5

サラダ油 0.5

　子どもの肥満対策（小学校：約 7％、中学校：約 12％）
の一環として、町内の小中学校において毎月１回、９月
からは毎週火曜日に「かみかみ給食」と題した献立を提
供しています。下記メニューは実際に給食で提供された
ものです。皆さんもぜひご家庭で作ってみてはいかがで
しょうか。

①小松菜は下ゆでして３㎝

　幅に切る。

②薩摩揚げは短冊に切る　

③油で薩摩揚げ、白滝を炒

　めてから、下ゆでした小

　松菜を加える。

④みりん、だし、醤油を加

　えて、炒める。

【小松菜と薩摩揚げの炒め物】　 ▲矢祭中学校で古張教育長から表彰を受ける生徒
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作

　

森

田

僚

也

　
「
ま
ち
の
駅
や
ま
つ
り
」
駅

長
の
青
樹
で
す
。

　

１
月
は
15
日
に
事
務
局
を
仰

せ
つ
か
っ
て
い
る
「
や
ま
つ
り

ま
ち
・
ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り

協
議
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

あ
ゆ
専
門
部
会
か
ら
は
鮎
釣

り
大
会
の
他
に
「
や
な
」
の
町

内
設
置
に
向
け
て
の
提
案
が
あ

り
、
ゆ
ず
専
門
部
会
か
ら
は
新

し
い
柚
子
商
品
の
提
案
、
マ
ル

シ
ェ
等
町
内
外
で
の
啓
蒙
活
動

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
買

い
物
応
援
部
会
は
実
証
実
験
の

成
果
が
報
告
さ
れ
、
今
後
も
実

証
実
験
を
行
い
な
が
ら
仕
上
げ

て
い
く
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

会
は
町
内
、
町
外
で
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
、
矢
祭
産
品
の
可
能
性
を
考

え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

一
通
り
の
報
告
が
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
不
肖
私
め
が
提
案
し

続
け
て
い
る
「
鮎
の
お
寿
司
」

を「
プ
ロ
が
作
る
と
こ
う
な
る
！
」

っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し

で
町
民
の
皆
様
に
も
お
目
に
掛

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
町
の
名
物
と
し
て

皆
様
に
育
て
て
頂
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

　
「
矢
祭
町
で
や
り
た
い
こ
と

を
形
に
す
る
」
が
当
協
議
会
の

コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
各
部
会
の
想
い
が
少
し

ず
つ
形
に
な
っ
て
い
く
の
を
身

近
で
感
じ
ら
れ
る
の
は
幸
せ
な

こ
と
で
す
ね
。

と
い
う
形
で
い
く
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
を
「
さ
か
な
家
さ
ん
」

に
作
っ
て
頂
い
て
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
で
試
食
会
を
行
い
ま

し
た
。
素
人
が
作
る
の
と
は

違
っ
て
さ
す
が
の
出
来
栄
え

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
皆
さ
ん

完
食
で
し
た
。
た
だ
、
味
わ
う

こ
と
に
夢
中
に
な
り
過
ぎ
て
ご

意
見
を
伺
え
な
か
っ
た
！
も
う

少
し
考
え
て
行
動
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。

　

同
時
に
ゆ
ず
専
門
部
会
か
ら

新
商
品
の
提
案
と
し
て
「
ゆ
ず

甘
酒
」「
ゆ
ず
ア
イ
ス
（
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
と
は
違
い
ま
す
）」「
ゆ

ず
ゼ
リ
ー
」「
ゆ
ず
ジ
ュ
レ
」

も
試
食
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
ゆ
も
ゆ
ず
も
ど
ち
ら
も

着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
て
良
か

左▶『さかな家』さんで開催され、各部会からの活動報告などが行われた「やまつりまち・ひと・みらいづくり協議会」第８回総会。／右▶『さかな家』
さんが製作し、協議会メンバーに提供された鮎の押し寿司の試食品。ベーシックな塩焼きやゆず酢飯を使ったもの、コンフィ（鴨肉や鶏肉、豚肉、砂肝
などに塩をすり込み、ひたひたの油脂の中で低い温度でじっくり加熱した料理）を入れたものなど数種類の味が試食会に出されました。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.17
協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

地域おこし協力隊とゆかいな仲間
達が運営するＨＰ「ウェルカム矢
祭」。協力隊員が製作中の「商店
マップ」も掲載しています。▶▶

　こんにちは！協力隊福山です。

　今回は、1月号の広報でお知らせした通り、

年末に行ったイベントについてお伝えします。

　大晦日の夜に『東舘神社』で、平成 30 年中

に収穫した柚子と『やまつり元気祭』において

好評であった柚子甘酒の配布を行いました。柚

子は、前日から下記写真のようなパッケージへ

袋詰めをし、柚子甘酒については、当日皮を摩

り下ろすなどの準備をして配りました。いらっ

しゃった皆さんにとても喜んでいただけたので

よかったです。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
57歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、
特産品開発」

PROFILE
森田僚也【もりたともや】
37歳。栃木県宇都宮市出身。
趣味は漫画を描くこと。主な
活動は「デザイン全般」

　矢祭町地域おこし協力隊 3年目の元日は矢

祭町にて初日の出のお出迎え。矢祭町の魅力を

発信するホームページ「ウエルカム矢祭」のコ

ンテンツも充実し、そのイベントの一環として

矢祭の初日の出を写真へ収めました。

　また、町の宝のひとつである「夕刊矢祭」を

外部発信する為の PDF 化作業も継続 3 年目。

ウエルカム矢祭での掲載を楽しみにする方々が

生まれている事に地道な作業の継続が報われて

おります。

　まさに「継続は力なり」ですね！

◀大晦日に配布した柚子パッケージ。
前日１日で１００枚を製作し、今年
収穫した柚子限定１００個を入れま
した。

◀矢祭町の有志達の手で制作・情報
発信されている矢祭町の魅力を発信
する HP「ウエルカム矢祭」。その関
わりを通して得た多くの学びは森田
隊員の宝物です。

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」
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図 書 館 だ よ り
library Information

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

初
場
所
に
人
生
か
け
し
綱
外
す

寒
月
や
湯
船
に
浸
り
祝
い
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

モ
ザ
イ
ク
の
形
な
す
町
や
大
旦

寒
靄
や
枕
頭
に
来
し
包
丁
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

枯
芝
に
一
寸
ほ
ど
の
影
を
も
ち

寝
て
る
ま
に
と
う
り
過
ぎ
た
り
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

風
化
せ
し
思
も
あ
り
て
芽
水
仙

美
し
き
老
で
あ
り
た
し
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

み
ん
な
で
守
っ
て

火
災
予
防
を
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
の
危
険
が
高
く
な
る
時
期

に
な
り
ま
す
。
平
成
25
〜
29
年
の
白

河
消
防
本
部
管
内
で
１
番
多
い
原
因

は
「
た
き
火
」
で
す
。
今
回
は
「
た

き
火
」
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
理

解
し
て
頂
き
、
少
し
で
も
火
災
の
予

防
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

左
記
グ
ラ
フ
か
ら
「
こ
ん
な
に
差

が
あ
る
と
は
」
と
驚
く
方
や
「
た
き

火
に
よ
る
火
災
が
多
い
の
は
な
ぜ
？

た
き
火
を
し
て
も
い
い
の
？
」
と
疑

問
を
抱
く
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

答
え
は
「
飛
火
や
火
の
不
始
末
、

目
を
離
し
た
間
に
他
の
枯
草
等
に
燃

え
広
が
っ
た
。」
と
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
が
火
災
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
焼
却
行
為
」
は
、
左
記
の
３
つ

に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
量
の
煙
が
発

生
す
る
も
の
は
、
事
前
に
消
防
署
へ

届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
こ
の
届
け
出
は
「
焼
却
行
為
」

に
対
す
る
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
①
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ

た
廃
棄
物
を
空
き
地
や
田
畑
で
焼
却

す
る
行
為
（
枝
や
木
材
等
も
含
む
）

／
②
素
掘
り
の
穴
、
ド
ラ
ム
缶
、
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
等
な
ど
を
使
用
し
ゴ
ミ

等
の
焼
却
／
③
事
業
所
・
工
場
・
事

務
所
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
構
造
基

準
を
満
た
さ
な
い
焼
却
炉
で
の
焼
却

を
し
た
場
合
、
大
変
重
い
罰
則
が
課

せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
燃
や
す
必
要
の
な
い
も

の
を
燃
や
す
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
せ
る
も

の
を
自
分
で
燃
や
す
こ
と
は
大
変
危

険
で
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る

行
為
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
今
ま

で
燃
や
し
て
い
た
し
…
ち
ょ
っ
と
だ

け
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
か
ら

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
で
協
力
し
、
矢
祭
町
か
ら
火
災
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
原
因

第
１
位
は
「
た
き
火
」

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
で
は
、

地
方
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
動

産
の
公
売
会
（
せ
り
売
り
）
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
（
受
付
及

　

び
下
見
は 

午
前
９
時
か
ら
）

場
所　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
第

　

１
会
議
室
（
白
河
市
立
石
山
15
番
地
１
白
河

　

消
防
署
２
階
）

公
売
方
法　

せ
り
売
り
（
※
せ
り
売
り
と
は
、

　

何
度
で
も
よ
り
高
い
金
額
の
申
し
出
を
す
る

　

こ
と
が
で
き
、
最
高
の
価
格
を
申
し
出
た
人

　

が
落
札
す
る
方
法
で
す
。

公
売
物
品　

日
用
雑
貨
や
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
等

　
（
動
産
の
出
品
リ
ス
ト
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
参
照
く
だ
さ
い
。）

参
加
条
件　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

　

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
Ｈ
Ｐ
ア
ド

　

レ
ス
▼https://w

w
w
.shirakaw

a.jp/

）

問
い
合
わ
せ　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

　

組
合
滞
納
整
理
課
☎
０
２
４
８
‐
２
１
‐
１

　

２
６
０

動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

【動産公売物品の一例】

①農業や林業を営むためにやむを得

　ない焼却。（稲わら、枝条等）

②風俗慣習上又は宗教上の行事を行

　うために必要な焼却。（門松、しめ

　縄等）

③たき火その他日常生活を営む上で

　軽微な焼却。（たき火、キャンプファ

　イヤー等）

矢
祭
分
署
か
ら
の
お
願
い　

問  

☎
４
６
‐
２
１
１
９

第１０期
矢祭子ども司書講座認定式

【日時】
　平成 31年 2月 23 日（土）
　午前 10時～正午

　手づくり絵本コンクールと同年

に始まり、矢祭町が全国に先駆け

てはじめた「矢祭子ども司書講座」

は、今回で第１０期となります。

　認定式では、３分間で自分のお

すすめ本を紹介する、ミニビブリ

オバトルを開催予定です。「どの

本が読みたくなったか？」投票す

るのは、会場にご来場いただいた

皆さんです。子ども達による発表

をぜひご覧ください。お待ちして

おります。

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「季節のおはなし会＆えいごであそぼう」
　（矢祭もったいない図書館特別書庫）
　２月 17 日（日）午後２時～午後３時
　▶ハンカチあそびを交えたおはなし会と、「英語であそぼう！」をテーマに開催します。
　　  おはなしは、町学校英語指導助手、ニコール・ルイーズ・クレメントさんです。

「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　２月７日（木）午前 10 時～正午
　▶乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

【２月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】

【問い合わせ】

毎週月曜日。２月 11 日（月）は開館します。

矢祭もったいない図書館　☎４６‐４６４６

2月14日（木）はバレンタイン。お菓子作りの本をそろえました。
仙台市の創英出版様より多くの本をご寄贈頂きました。どうぞ
ご利用下さい。

【３月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　３月７日（木）午前 10 時～正午
　▶乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。
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友達と遊ぶことです。

エンジニア・車の整備士になることです。

車をいじったり、音楽を聴くことです。

本が好きなので、矢祭もったいない図書館がお気に
入りの場所です。

若者が興味の湧くようなものを作ってほしいです。
また、少子高齢化が進んでいるので、年配の方が安
心して暮らせる町にしてほしいと思っています。

自分は町内企業に就職をしているので、もっと町内
企業に就職する方が増えてくれたら嬉しいなと思い
ます。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
町
内
企
業
へ
の
就
職
者
が
増
え
て
ほ
し
い 髙澤　翔さん

Ｓ
ｈ
ｏ
　
Ｔ
ａ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ

たかさわしょう● 21 歳・関岡在住

メッセージ

from結婚支援室（56）

message

次は圷　翔さん（関岡）の予定です。

No.59

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

出逢い＆ふれあいの会第３回イベントの
お知らせ　「大人のプレミア婚活」

日時　2 月 16 日（土）14：00 ～ 17：00
会場　グランドエクシブ那須白河
内容　少し大人のプレミアパーティー
募集　男性40名、女性40名（20歳から45歳まで）

　詳しくは町ホームページまたは結婚支
援室まで。☎ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

結婚支援室からのお知らせ

　

結
婚
支
援
室
で
は
毎
月
第
４
金

曜
日
、『
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ

と
ラ
ン
ド
』
で
午
後
６
時
〜
午
後

９
時
ま
で
「
結
婚
相
談
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
婚
活
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
中
瀬
明
美
さ
ん
と
出
会
い

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
出
会
い
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
３
名
で
相
談
を
受
け
、
相

談
内
容
に
添
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
で
直
接
本
人
か
ら
お
話

し
を
聞
く
こ
と
で
お
見
合
い
相
手

の
紹
介
が
し
易
く
な
り
ま
す
し
、

相
手
を
探
す
前
に
今
の
自
分
に
何

が
足
り
な
い
か
な
ど
の
相
談
や
家

庭
事
情
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
全
て
解
決
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
相
談
会
で
悩

み
を
話
す
こ
と
で
今
何
を
す
べ
き

な
の
か
を
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身

で
自
己
分
析
が
な
さ
れ
、
他
人
か

ら
の
意
見
を
素
直
に
受
け
入
れ
る

こ
と
が
出
来
た
な
ど
一
歩
前
に
進

め
た
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
結
婚

に
関
す
る
相
談
は
、
結
婚
支
援
室

で
も
平
日
の
午
後
に
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
直
接
の
ご
来
室
や
お
電

話
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　

結
婚
や
お
見
合
い
の
た
め
の
相

手
探
し
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
前
に
聞
い
て
お
き
た
い
こ
と

や
参
加
し
た
後
の
感
想
な
ど
で
も

結
構
で
す
。
気
軽
に
お
電
話
下
さ

い
。
結
婚
支
援
室
は
、
結
婚
・
婚

活
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　　
『
え
が
す
き
く
ら
ぶ
』
で
絵
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
し
て
い
る
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
中
山
在
住
の
金
谷
紘
ニ

さ
ん
。
現
在
６
人
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
『
え
が
す
き
く
ら
ぶ
』
は
、
年

会
費
３
千
円
で
毎
月
２
〜
３
回

（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
）、
午
後

１
時
〜
午
後
４
時
ま
で
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
中
山
集
会
施
設
に
お
い
て
油

絵
や
水
彩
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

１
時
〜
３
時
頃
ま
で
は
、
自
分
が

描
き
た
い
と
思
う
も
の
の
写
真
を

見
な
が
ら
描
き
、
３
時
〜
４
時
頃

ま
で
は
お
茶
の
時
間
と
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
１
年
間
で
２
〜
３
枚

の
絵
を
制
作
し
、
毎
年
11
月
末
頃

に
は
、
白
河
信
用
金
庫
矢
祭
支
店

で
開
催
し
て
い
る
「
え
が
す
き
ク

ラ
ブ
作
品
展
」
に
出
品
し
ま
す
。

　

金
谷
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
お
茶
の
時
間
で
は
、
自
分
の
描

い
て
い
る
絵
の
説
明
を
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
に
つ
い
て
み
ん
な
で
意

見
を
述
べ
て
、
賑
や
か
に
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
参

加
者
全
員
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に

な
る
わ
け
で
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
制
作
が
完
了
し
た
絵

は
私
が
写
真
を
撮
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（W

eb

矢
祭
美
術
館
）
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

今
ま
で
こ
の
ク
ラ
ブ
で
制
作
し
た

全
て
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
覧
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
願
い
ま
す
。

　

金
谷
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
、

「
参
加
者
が
増
え
て
く
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
メ
ン
バ
ー

の
多
く
も
油
絵
は
初
め
て
だ
っ
た

方
な
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
大

歓
迎
で
す
。
一
度
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。」
と
新
た
な
仲
間
を
待

ち
望
み
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
と
と

も
に
好
き
な
絵
を
描
き
ま
す
。

「えがすきクラブ」のメンバーとそれぞれが現在制作
している作品。

各
自
の
絵
に
つ
い
て
賑
や
か
に
話
し
合
う

参
加
者
全
員
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.59 －

金
谷　

紘
二
さ
ん

PROFILE
【かなやこうじ】80歳。ニュータウン中山
在住。Web矢祭美術館：http://yamaturibi.
fool.jp/（メンバー等のこれまでの作品が展
示してあります。）☎0247-46-4364



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

通常点検を受ける団員

　１月１１日（金）、やまつりこども園各教室のテ
ラスにおいて、だんごさし行事が行われました。幼
児教育部の園児が各教室で赤・緑・黄色・白のだん
ごをそれぞれ作り、テラスの柱に設置されたミズノ
キに縁起物の飾りとともにだんごをさして、１年間
の無病息災を願いました。

委嘱を受けた菊池さん（中央）

　１月４日（金）、平成 31 年矢祭町消防団出初式
が矢祭中学校校庭で挙行されました。今年も山村開
発センター駐車場から矢祭中学校までの道程を堂々
と行進し、地域住民へ無火災を呼びかけました。式
典では、規律正しい観閲・通常点検ののち、各種表
彰が行われました。

ミズノキにだんごをさす園児たち

　１月１０日（木）、役場第 1会議室で人権擁護委
員委嘱状伝達式が行われました。昨年９月の定例議
会で候補者に推薦されていた菊池章文さんに、大竹
健一福島地方法務局白河支局長から委嘱状が伝達さ
れました。任期は、平成３１年１月１日から平成
３３年１２月３１日までとなります。

町内の無火災・無災害を願う
▶矢祭町消防団出初式

無病息災を願った小正月行事
▶やまつりこども園だんごさし

人権思想の普及高揚のために
▶人権擁護委員委嘱状伝達式

お礼のことばを述べた各団体代表者３人

さすまたの使い方をレクチャーする松井さん（矢祭駐在所）

　１月２３日（水）、やまつりこども園の園庭に不
審者が侵入したことを想定した防犯教室が実施され
ました。棚倉警察署生活安全係・東舘駐在所・矢祭
駐在所の指導協力により、不審者侵入時の対応や安
全に避難するための訓練が行われ、終了後には遊戯
室でさすまたの使い方などの指導も行われました。

不審者侵入時の対応を訓練
▶やまつりこども園防犯教室

３団体合同で閉級式を迎える
▶生涯学習合同閉級式

　１月２６日（土）、山村開発センター大集会室に
おいて、平成大学・女性団体連絡協議会・ふるさと
探検隊合同の閉級式が行われました。式では、各団
体の皆勤賞（２０人）・精勤賞（２１人）が古張教
育長より授与され、各団体の代表者がそれぞれお礼
のことばを述べたのち閉式となりました。

空家等の解消と有効活用を目指して
▶第１回矢祭町空家等対策協議会

委員を代表して委嘱状の交付を受けた鈴木議長

委嘱状を交付された委員

　１月２１日（月）、役場第１会議室で空家等の解
消と有効活用を推進することなどを目的として設置
された矢祭町空家等対策協議会が行われ、委員１２
人に委嘱状が交付されました。また、協議会終了後
には、町が県宅地建物取引業協会と空き家バンク協
定を締結しました。

　１月２２日（火）、役場第１会議室において矢祭町
観光資源管理計画検討委員会が開催され、１４人の
委員に委嘱状が交付されました。本委員会は、町の
代表的な観光資源である矢祭山公園の適正な管理維
持を図るため、その指針となる計画を策定し、町観
光の一層の発展に資することを目的としています。

矢祭山公園の適正な管理維持を図るため 
▶矢祭町観光資源管理計画検討委員会

1617
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数
の
現
状
と
今
ま
で
の
推
移
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

入
所
者
の
待
機
は
、
入
所
の

申
込
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
両
方
に
申
し
込
ん
で

い
る
場
合
や
県
外
、
町
外
に
申

し
込
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。

ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

町
内
が
22
名
、
町
外
が
52
名
合

計
74
名
、
藤
井
ハ
イ
ム
は
、
町

内
が
６
名
、
町
外
が
９
名
合
計

15
名
で
あ
る
。
推
移
に
つ
い
て

は
調
べ
て
い
な
い
。

　
　

概
算
で
最
大
ど
の
位
待
っ

て
い
る
方
が
い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

入
所
者
が
亡
く
な
ら
な
い
と

空
き
が
出
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
り
、
待
機
年
数
の
算
出
は
難

し
い
。
入
所
に
は
広
域
圏
で

行
っ
て
い
る
入
所
判
定
委
員
会

で
判
定
を
し
て
優
先
度
を
決
め

て
い
る
。

　
　

湯
量
の
現
状
は
ど
の
よ
う

な
状
態
な
の
か
尋
ね
る
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

毎
分
30
リ
ッ
タ
ー
に
及
ぶ
か

ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

新
し
い
源
泉
を
探
す
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
が
全
く

な
い
の
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

い
ま
、
工
事
を
し
て
源
泉
量

が
回
復
し
て
い
る
の
で
当
分
は

現
状
で
乗
り
き
れ
る
と
判
断
し

て
い
る
。

　
　

ど
ん
な
袋
で
も
い
い
と
い

う
よ
う
な
方
向
性
に
も
っ
て
い

け
な
い
か
、
尋
ね
る
。

　
　

町
長

　

東
白
衛
生
組
合
で
は
ゴ
ミ
の

選
別
が
少
な
い
と
搬
入
し
て
か

ら
の
作
業
が
非
常
に
多
く
な

り
、
人
件
費
が
か
か
る
。
衛
生

組
合
の
運
営
費
も
各
町
村
の
負

担
金
で
運
営
し
て
お
り
、
ゴ
ミ

が
少
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
衛

生
組
合
と
し
て
は
良
い
わ
け
で

あ
り
、
無
料
化
は
検
討
し
て
い

な
い
。

　
　

ゴ
ミ
不
法
投
棄
撲
滅
の
た

め
看
板
の
設
置
等
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
状
況
に

つ
い
て
再
度
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

Ｉ
Ｐ
で
告
知
す
る
か
看
板
を

立
て
る
な
ど
の
方
法
以
外
に
不

法
投
棄
を
無
く
す
方
法
は
な
い

か
と
思
う
。
大
変
難
し
い
問
題

で
あ
る
が
町
と
し
て
も
積
極
的

に
ゴ
ミ
が
少
な
く
な
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
看
板
設
置
等
を
進

め
て
参
り
た
い
。

　
　

教
育
委
員
会
は
こ
の
手
段

に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

る
か
尋
ね
た
い
。

　
　

教
育
長

　

校
長
研
修
会
や
年
度
当
初
に

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

見
直
し
を
す
る
よ
う
小
中
学
校

に
指
示
し
て
い
る
。
マ
チ
コ
ミ

メ
ー
ル
は
文
書
に
よ
り
小
中
学

校
に
対
し
保
護
者
や
地
域
に
情

報
提
供
で
き
る
よ
う
に
注
意
喚

起
を
し
て
安
全
指
導
を
徹
底
し

て
い
る
。

　
　

今
般
不
審
者
情
報
が
多

か
っ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
事
案

が
あ
っ
た
場
合
、
教
育
委
員
会

で
は
何
か
対
策
と
し
て
あ
る
の

か
。

　
　

教
育
長

　

広
報
を
し
な
が
ら
保
護
者
、

地
域
の
方
々
或
い
は
関
係
機
関

か
ら
協
力
を
頂
き
安
全
対
策
を

進
め
て
い
る
。
青
パ
ト
に
よ
る

下
校
時
の
巡
回
等
も
検
討
、
計

画
を
進
め
て
い
る
。

　
　

副
教
材
で
あ
る
物
は
公
費

負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
尋
ね

た
い
。

　
　

町
長

　

義
務
教
育
の
経
費
に
つ
い
て

は
国
が
政
策
で
進
め
て
い
る
。

国
が
も
し
副
教
材
を
無
償
化
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
国
が
率
先
し

て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
。
当
分
の
間
は
現
状
で
進
め

た
い
。

　
　

地
図
を
見
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。ま
た
、危
険
箇
所
に
行
っ

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　

地
図
の
確
認
は
し
て
い
る
。

全
て
の
危
険
箇
所
に
行
っ
て
は

い
な
い
が
、
矢
祭
町
通
学
路
安

全
推
進
会
議
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
警
察
署
・
県
南
建
設
事
務

所
・
町
・
小
中
学
校
が
参
加
を

し
て
通
学
路
及
び
危
険
箇
所
等

に
つ
い
て
検
討
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
会
議
の
場
で
担
当
課

で
解
決
で
き
る
よ
う
な
こ
と
に

つ
い
て
は
確
認
し
た
。

　
　

国
・
県
・
町
三
位
で
分
け

て
農
業
へ
の
確
立
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
そ
の
辺
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
町
の
方
で
認
定
農
業

者
に
対
し
て
補
助
率
の
か
さ
上

げ
助
成
等
も
行
な
っ
て
い
る
。

農
業
後
継
者
・
就
農
者
へ
の
支

援
は
１
５
０
万
円
定
額
助
成
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
国
の
方
で
用

意
し
て
い
る
の
で
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
を
丁
寧
に
見
て
い
き
な

が
ら
探
し
て
い
く
。

直
し
、
町
の
財
政
負
担
を
少
し

で
も
減
ら
そ
う
と
方
針
を
立
て

な
が
ら
や
っ
て
き
て
い
る
。
補

助
金
の
財
源
は
町
民
の
税
金
で

あ
る
。
税
金
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
増
額
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

人
口
減
少
は
今
後
更
に
進

む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
町
は

色
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
現
状
は
国
全
体
で
減
っ
て

い
る
。今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

人
口
減
少
は
全
国
的
に
止
ま

ら
な
い
現
象
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
本
町
は
子

育
て
支
援
を
し
っ
か
り
と
や
っ

て
お
り
、
移
住
者
も
見
ら
れ
、

出
生
率
も
２
を
維
持
し
な
が
ら

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
数

値
を
呈
し
て
い
る
。
現
在
の
政

策
を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
住
み

よ
い
矢
祭
町
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
為
政
者
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
子
育
て
支
援
の
充

実
、
高
齢
者
へ
の
し
っ
か
り
と

し
た
支
援
を
続
け
、
人
口
減
少

を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
施
策

を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　

各
課
ご
と
の
現
在
の
進
捗

状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
30
年
度
の
ユ
ー
パ
ル
矢

祭
温
泉
井
戸
浚
渫
工
事
が
進
捗

率
80
％
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
空
調

機
修
繕
工
事
が
95
％
、
役
場
庁

舎
入
口
改
修
工
事
が
70
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
繰
り
越

し
及
び
継
続
費
に
よ
る
工
事
３

件
は
４
月
ま
で
に
す
べ
て
を
完

了
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
の
工
事
と
し
て

は
、
福
祉
施
設
の
外
構
工
事
が

既
に
完
了
し
て
お
り
、
町
道
関

係
で
黒
助
橋
梁
補
修
工
事
、
町

道
東
舘
追
分
線
道
路
舗
装
補
修

工
事
、
農
道
関
係
で
農
道
入
宝

坂
９
号
線
舗
装
工
事
、
林
道
関

係
で
林
道
大
沢
線
舗
装
工
事
、

林
道
塩
の
海
入
山
線
舗
装
工

事
、
更
に
観
光
関
係
と
し
て
は

矢
祭
ふ
れ
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
南

側
駐
車
場
舗
装
工
事
、
あ
ゆ
の

吊
り
橋
周
辺
親
水
広
場
整
備
工

事
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
発
注
後

約
１
カ
月
程
度
経
過
し
着
手
し

た
ば
か
り
と
い
う
状
況
で
は
あ

る
が
、
年
度
内
完
成
を
目
標
に

監
督
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

基
幹
改
良
配
水
管
布
設
替
第

１
回
工
事
茗
荷
地
区
は
60
％
、

基
幹
改
良
配
水
管
布
設
替
第
２

回
工
事
60
％
、
国
道
３
４
９
号

バ
イ
パ
ス
配
水
管
布
設
替
工
事

90
％
で
あ
る
。

　
　

教
育
課
長

　

体
育
セ
ン
タ
ー
の
床
改
修
工

事
は
５
月
末
に
、
ス
イ
ン
ピ
ア

流
水
プ
ー
ル
起
流
ポ
ン
プ
取
替

工
事
は
８
月
に
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
矢
祭
中
学
校
関
連

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
張

替
え
工
事
、
体
育
館
コ
ー
ト
ラ

イ
ン
改
修
工
事
、
用
水
ポ
ン
プ

取
替
工
事
、
南
校
舎
教
室
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
は
、
い
ず
れ
も

10
月
末
ま
で
に
完
了
し
て
い

る
。

　
　

公
園
の
整
備
が
進
ん
で
い

る
が
、
観
光
客
の
呼
び
込
み
の

活
動
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と

を
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に

併
せ
て
観
光
客
が
ど
の
位
増
え

た
の
か
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観
光
パ
ン

フ
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

掲
載
す
る
と
い
う
こ
と
で
１
日

な
い
し
２
日
に
一
度
の
割
合
で

状
況
を
更
新
し
発
信
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
常
に
景
観
維
持
の
た

め
、
観
光
地
の
継
続
的
な
整
備

と
し
て
草
刈
り
等
々
の
数
を
増

や
し
て
お
り
、
県
や
Ｊ
Ｒ
な
ど

の
関
係
団
体
と
の
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
来
る
だ
け
参
加

す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
来
訪
者
と
し

て
は
、
震
災
直
後
に
12
万
人
を

割
る
程
度
ま
で
の
落
ち
込
み
を

13
万
人
程
度
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
回
復
し
た
が
、
横
ば
い
の

状
況
で
あ
る
。

　
　

試
行
の
状
態
と
運
用
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
申
請
者

は
96
名
お
り
、
10
月
の
利
用
者

は
１
２
５
件
で
あ
る
。

　
　

試
行
は
ど
の
く
ら
い
ま
で

続
く
の
か
。ま
た
、予
算
を
オ
ー

バ
ー
し
て
も
継
続
さ
れ
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
回
の
試
行
に
つ
い
て
は
10

月
と
11
月
の
み
で
、
そ
れ
に
対

す
る
評
価
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

　

予
算
を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と

は
な
い
。

　
　

要
介
護
者
の
入
所
待
機
者

問答

問

答

答答

答

質
問　

今
年
度
の
公
共
工
事
に

つ
い
て

質
問　

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

菊池淳之議員

福
祉
・
一
般
・
環
境

教
育
・
農
業
行
政

質
問　

地
域
公
共
交
通
活
性

化
を
目
的
と
し
た
交
通
弱
者
へ

の
支
援
事
業
に
つ
い
て

問

質
問　

矢
祭
山
公
園
の
今
後
に

つ
い
て

問答

答問

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
高
齢
者
等
の
現
状
に
つ
い
て

答

答

答 問

問

質
問　

ユ
ー
パ
ル
温
泉
の
湯
量

の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

問

問

答

答

問

質
問　

石
井
地
区
の
農
道
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ

対
策
に
つ
い
て

問

答

答 問

質
問　

指
定
ゴ
ミ
袋
代
の
値

下
げ
又
は
無
料
化
の
考
え
に

つ
い
て

質
問　

給
食
費
・
教
材
費
の

公
費
負
担
に
つ
い
て

問

問答

答

問

質
問　

児
童
生
徒
に
対
す
る

不
審
者
情
報（
ま
ち
こ
み
情
報
）

の
活
用
と
対
策
に
つ
い
て

質
問　

学
区
内
の
危
険
箇
所

を
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者
と
教
員

で
洗
い
出
し
た
「
地
図
」
の

活
用
に
つ
い
て

質
問　

農
業
後
継
者
・
就
農
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て

答

答 問

2021

答



の
工
事
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

町
長

　

県
の
管
轄
内
で
あ
る
の
で
、

要
望
を
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、

今
年
度
、
大
体
測
量
だ
け
だ
と

思
う
。
何
年
か
か
る
か
見
当
が

つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

駐
在
所
か
ら
中
学
校
へ
向

か
う
歩
道
の
欠
損
部
に
つ
い
て

は
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

土
木
事
務
所
・
県
南
建
設
事

務
所
と
も
に
十
分
承
知
は
し
て

い
る
が
、
用
地
の
協
力
等
の
問

題
で
な
か
な
か
具
体
化
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
の
国
道
改
良
の
計
画
に

入
っ
て
お
り
、
放
置
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
用

地
測
量
と
い
う
段
階
で
用
地
交

渉
等
々
進
め
て
い
く
中
で
、
う

ま
く
ま
と
ま
れ
ば
改
良
も
視
野

に
入
れ
て
い
く
と
の
こ
と
で
県

の
方
で
進
め
て
頂
い
て
い
る
。

　
　

安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
県
道
町
道
の
歩
道
の
と
こ

ろ
を
カ
ラ
ー
化
し
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

県
道
町
道
関
係
者
が
集
っ
て

協
議
し
て
い
る
町
の
通
学
路
の

安
全
推
進
会
議
等
々
で
協
議
し

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思

う
。
質
問
頂
い
た
こ
と
を
情
報

提
供
し
た
上
で
対
応
の
方
を
確

認
し
た
い
。

　
　

ソ
フ
ト
面
で
学
習
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
や
色
々
な
資
料
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス

を
作
る
考
え
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

　
　

教
育
長

　

特
別
書
庫
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
変
え
、
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
を

用
意
し
、
あ
る
程
度
の
人
数
ま

で
静
か
に
学
習
で
き
る
環
境
は

整
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
吉
岡
艮
太
夫
に
関
わ

る
書
物
に
つ
い
て
は
、
開
架
書

庫
の
方
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
　

入
り
口
を
直
接
図
書
館
に

行
く
よ
う
に
で
き
な
い
も
の

か
。

　
　

教
育
長

　

簡
単
に
入
れ
る
こ
と
は
結
構

だ
が
、
不
審
者
対
応
が
出
来
な

い
。
今
の
ま
ま
で
良
い
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
今
後
検

討
は
重
ね
て
い
く
必
要
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

当
町
に
お
け
る
把
握
と
具

体
的
な
支
援
・
課
題
は
ど
う
で

あ
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

課
題
が
あ
る
園
児
・
児
童
・

生
徒
に
つ
い
て
、
存
在
す
る
の

は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。
専
門
家
と

相
談
を
し
な
が
ら
慎
重
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。
町
民
福
祉

課
、
県
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
児
童
相
談
所
、
そ

の
他
の
福
祉
施
設
等
と
連
携
を

し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　

通
学
費
の
金
額
が
大
き
な

と
こ
ろ
に
は
少
し
補
助
率
を
高

め
て
は
ど
う
か
。

　
　

町
長

　

通
学
費
に
つ
い
て
は
現
状
を

維
持
し
て
参
り
た
い
。来
年
度
、

予
算
編
成
の
中
で
多
少
の
余
裕

が
あ
れ
ば
そ
う
し
た
方
向
も
考

え
ら
れ
る
と
は
思
う
が
、
特
定

の
地
域
に
だ
け
特
定
の
補
助
を

出
す
と
い
う
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

維
持
管
理
の
面
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
よ
り
力
を
入
れ
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
細
か

い
と
こ
ろ
を
洗
い
出
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。

　
　

草
刈
り
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
年
３
回
シ
ル
バ
ー
に
委

託
し
て
い
る
が
、
管
理
人
と
も

話
し
合
い
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

　
　

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
30
年
度
の
整
備
工
事
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

工
事
箇
所
の
南
側
を
整
備
す
る

と
い
う
こ
と
で
11
月
15
日
に
工

事
発
注
が
完
了
し
、
３
月
29
日

ま
で
の
工
期
で
発
注
し
た
。
昨

年
度
実
施
し
た
工
事
箇
所
の
北

側
に
つ
い
て
は
議
会
の
方
か
ら

の
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
頂
い

た
上
で
と
い
う
こ
と
で
考
え
て

い
る
。

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に
よ

り
高
齢
者
の
免
許
証
返
納
が
加

速
し
、
高
齢
者
の
事
故
が
減
少

す
る
と
思
う
が
、
高
齢
者
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
の
観
点

か
ら
タ
ク
シ
ー
助
成
を
75
歳
以

上
の
方
全
員
に
該
当
さ
せ
て
い

る
。
若
年
の
認
知
症
の
場
合
は

免
許
証
返
納
し
た
証
明
書
で
該

当
さ
せ
る
こ
と
を
今
後
の
委
員

会
で
提
案
し
て
参
り
た
い
。

　
　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

厚
生
労
働
省
で
そ
う
い
う
動

き
が
あ
る
と
い
う
情
報
は
得
て

い
る
が
町
の
方
に
は
さ
ほ
ど
流

　
　

当
町
の
公
共
施
設
の
耐
震

補
強
の
ダ
ン
パ
ー
等
の
メ
ー

カ
ー
或
い
は
問
題
は
な
い
の

か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

町
内
の
公
共
施
設
に
お
い

て
、
ダ
ン
パ
ー
を
使
っ
た
免
震

構
造
と
い
う
建
物
は
な
い
。

　
　

旧
内
川
小
学
校
跡
地
に
つ

い
て
今
後
ど
う
い
う
対
応
を
ど

の
時
期
に
図
っ
て
い
く
の
か
尋

ね
る
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

耐
震
化
が
図
ら
れ
て
い
な
い

事
実
は
あ
る
が
、
建
設
し
た
時

の
建
築
基
準
法
は
満
た
し
て
い

る
。
既
存
の
不
適
格
建
築
物
扱

い
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
法
律

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
耐
震
化
を
す

ぐ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
学

校
施
設
と
し
て
存
続
さ
れ
れ

ば
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、

用
途
を
変
更
し
て
使
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
使
う
目
的

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
耐
震
化
の
問
題
が

必
ず
し
も
大
き
な
問
題
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

事
業
課
長

　

旧
内
川
小
学
校
の
利
用
に
関

し
て
は
、
地
元
内
川
地
区
の
有

志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
や
ま

つ
り
清
流
の
里
協
議
会
」
を
通

し
て
都
市
部
と
の
交
流
人
口
の

増
加
に
努
め
て
い
る
中
で
、
今

後
の
活
動
に
利
用
で
き
な
い
か

と
い
う
よ
う
な
話
が
出
て
い
る

よ
う
に
聞
い
て
い
る
が
、
地
区

全
体
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た

と
い
う
段
階
に
は
な
い
よ
う
で

あ
る
た
め
、
そ
の
活
動
を
見
守

り
つ
つ
進
め
て
い
く
べ
き
か
な

と
考
え
て
い
る
。

　
　

入
居
待
ち
の
状
況
と
入
居

基
準
な
る
も
の
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者

は
、せ
せ
ら
ぎ
荘
が
町
内
８
名
、

町
外
２
名
計
10
名
で
あ
る
。
12

月
オ
ー
プ
ン
の
櫻
の
苑
は
、
町

内
２
名
、
町
外
５
名
の
計
７
名

で
あ
る
。

　

入
所
基
準
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
要
介
護
３
以
上

で
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
60
歳

以
上
の
方
で
あ
る
。

　
　

労
働
環
境
は
整
備
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

労
働
基
準
に
つ
い
て
は
労
働

基
準
監
督
署
が
管
轄
と
な
り
、

町
は
労
働
環
境
の
指
導
は
出
来

か
ね
る
状
態
で
あ
る
。
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
の
櫻
の
苑
に
つ
い
て

は
協
議
書
で
労
働
基
準
を
遵
守

す
る
と
い
う
こ
と
を
謳
っ
て
い

る
。

　
　

試
行
し
て
の
課
題
は
ど
う

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

町
内
に
限
っ
て
の
半
額
助
成
で

あ
る
た
め
、
町
外
に
行
く
時
の

助
成
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

国
道
１
１
８
号
関
岡
地
区

の
路
肩
植
え
込
み
部
の
工
事
の

経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

国
・
県
道
の
管
理
そ
の
他
の

問
題
は
一
切
土
木
事
務
所
・
県

南
建
設
事
務
所
の
管
轄
下
に
あ

る
。
土
木
事
務
所
へ
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
花
壇
の
手
入
れ

を
さ
れ
て
い
た
関
岡
の
老
人
会

組
織
が
な
く
な
り
手
入
れ
が
出

来
な
く
な
っ
た
こ
と
や
地
域
住

民
か
ら
見
通
し
が
悪
い
た
め
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
　

共
有
管
の
権
利
の
問
題
を

町
と
し
て
ど
う
対
処
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

震
災
以
降
は
様
々
な
問
題
が

お
き
共
有
管
の
部
分
は
町
で
直

し
た
。
共
有
管
か
ら
自
分
の
家

に
支
線
と
し
て
引
き
込
ん
だ
部

分
は
本
人
が
直
す
と
い
う
こ
と

で
や
っ
て
い
る
。

　
　

共
有
管
か
ら
取
り
出
し
た

個
人
の
部
分
に
つ
い
て
、
書
面
に

残
し
た
り
代
が
変
わ
っ
て
も
伝

わ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

し
て
頂
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

共
有
管
の
共
有
者
に
通
知
を

し
て
責
任
の
所
在
や
案
分
率
が

ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
の
か
そ

う
し
た
通
知
は
出
せ
る
と
思

う
。
し
か
し
、
話
し
合
い
が
ま

と
ま
る
か
ど
う
か
ま
で
は
町
で

は
踏
み
込
め
な
い
。

　
　

山
野
井
急
カ
ー
ブ
の
歩
道

質
問　

舘
山
ラ
ン
ド
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

質
問　

仲
間
支
援
「
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て

問

鈴木　一議員

交
通
・
福
祉
・
教
育
行
政

質
問　

公
共
交
通
活
性
化

支
援
事
業
に
つ
い
て

質
問　

矢
祭
山
親
水
公
園
計
画

に
つ
い
て

質
問　

公
共
施
設
の
耐
震
・

免
震
に
つ
い
て

鈴木正美議員

一
般
・
福
祉
行
政

質
問　

旧
内
川
小
学
校
跡
の

利
用
計
画
及
び
耐
震
構
造
で

な
い
校
舎
の
撤
去
に
つ
い
て

答

問

問 答

問

答

問

答

問答 問

答

答

問問

問問答
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質
問　

タ
ク
シ
ー
助
成
金
試
行

し
て
の
課
題
と
今
後
に
つ
い
て 郡司浩子議員

福
祉
・
環
境
・
土
木

教
育
・
観
光
行
政

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

及
び
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営

に
つ
い
て

質
問　

道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て

問

問

答

答

答

答

問

答

答

問

問

答

問

問

答

問

答 問 答

答答

質
問　

町
水
道
か
ら
の
共
有
管
の

老
朽
化
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て

質
問　

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

図
書
館
運
営
の
今
後
の

方
針
に
つ
い
て

質
問　

幼
稚
園
・
小
学
校
に

お
け
る
困
り
感
の
あ
る
児
童

等
に
つ
い
て

質
問　

高
校
生
の
通
学
費
の

補
助
に
つ
い
て

答

答
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れ
て
き
て
い
な
い
。
町
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
家
族
の
方
々

が
情
報
共
有
し
た
り
、
相
談
或

い
は
不
安
を
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
行
け
れ
ば
と
い
う
こ
と

で
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

無
償
化
に
な
っ
た
場
合
、

現
在
と
比
較
し
町
の
負
担
割
合

は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
給

食
費
に
つ
い
て
は
今
の
ま
ま
な

の
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
正
式
決
定

は
し
て
い
な
い
が
、
公
立
の
幼

児
教
育
・
保
育
施
設
で
あ
る「
や

ま
つ
り
こ
ど
も
園
」
の
運
営
費

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
町
が
全

額
を
負
担
し
て
お
り
、
無
償
化

し
た
場
合
も
全
額
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
無
償
化

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、

本
町
で
は
現
在
も
６
割
強
を
町

が
負
担
し
て
お
り
、
今
後
も
同

様
な
形
で
継
続
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

★ 

11
月

１
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
理

　
　
　

事
監
事
合
同
会
議(

福

　
　
　

島
市)

１
日
〜
２
日　

町
村
監
査
委
員

　
　
　

全
国
研
修
会
（
東
京
都
）

３
日　

第
36
回
芸
能
発
表
会

　
　
　

や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０

　
　
　

１
８

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

４
日　

平
成
30
年
度
火
災
防
御

　
　
　

訓
練
（
下
関
河
内
楢
川

　
　
　

橋
付
近
）

７
日　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
表

　
　
　

彰
式
・
祝
賀
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

７
日
〜
８
日　

福
島
県
町
村
議

　
　
　

会
議
長
会
理
事
・
監
事

　
　
　

合
同
会
議
及
び
平
成
30

　
　
　

年
度
県
南
地
方
町
村
議

　
　
　

会
議
長
会
連
絡
協
議
会

　
　
　

意
見
交
換
会
（
福
島
市
）

10
日　

第
34
回
青
少
年
の
主
張

　
　
　

や
ま
つ
り
大
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

11
日　

町
民
号
（
新
潟
県
月
岡

　
　
　

温
泉
）

14
日　

第
30
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
壮
行
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

15
日　

第
49
回
全
国
過
疎
地
域

　
　
　

自
立
促
進
連
盟
定
期
総

　
　
　

会
（
東
京
都
）

18
日　

第
30
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
報
告
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

第
62
回
町
村
議
会
議
長

　
　
　

全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

矢
祭
町
軽
費
老
人
ホ
ー

　
　
　

ム
落
成
式
（
軽
費
老
人

　
　
　

ホ
ー
ム
「
櫻
の
苑
」）

26
日　

国
道
１
１
８
号
整
備
促

　
　
　

進
期
成
同
盟
会
要
望
活

　
　
　

動
（
福
島
市
）

27
日　

平
成
30
年
度
東
白
衛
生

　
　
　

組
合
定
期
監
査
（
塙
町
）

★ 

12
月

２
日　

第
23
回
ふ
れ
あ
い
駅
伝

　
　
　

競
走
大
会

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

圏
域
市
町
村
長
及
び
代

　
　
　

表
議
長
会
議
及
び
圏
域

　
　
　

市
町
村
行
政
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　

(

白
河
市)

８
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
生

　
　
　

活
発
表
会　
　
　
　
　

　
　
　

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ

　
　
　

ス
タ
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

９
日　

年
末
年
始
に
お
け
る
地

　
　
　

域
安
全
・
交
通
事
故
防

　
　
　

止
運
動
出
動
式
（
棚
倉

　
　
　

町
）

10
〜
13
日　

第
６
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会

10
日　

総
務
常
任
委
員
会

13
日　

全
員
協
議
会

19
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
４
回
定
例
会

　
　
　

・
東
白
川
地
方
町
村
議

　
　
　

会
議
員
研
修
会
（
ル
ネ

　
　
　

サ
ン
ス
棚
倉
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

第
４
回
白
河
地
方
広
域

　
　
　

市
町
村
圏
整
備
組
合
定

　
　
　

例
会
（
白
河
市
・
ク
リ

　
　
　

ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

　
　
　

県
南
地
域
に
お
け
る
議

　
　
　

会
情
報
交
換
会(

白
河

　
　
　

市
役
所)

★ 

１
月

４
日　

矢
祭
町
消
防
団
出
初
め

　
　
　

式
（
矢
祭
中
学
校
校
庭
）

10
日　

年
始
知
事
懇
談
会
（
福

　
　
　

島
市
・
杉
妻
会
館
）

11
日　

商
工
会
新
年
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

13
日　

矢
祭
町
成
人
式
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

18
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
理
事
・
監
事
合
同
会

　
　
　

議
及
び
県
南
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
連
絡
協
議
会
懇

　
　
　

談
会
（
福
島
市
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査(

議
員

　
　
　

控
室)　
　
　

21
日　

空
家
等
対
策
協
議
会
委

　
　
　

員
委
嘱
及
び
協
議
会　

　
　
　

（
役
場
第
１
会
議
室
）

22
日　

観
光
資
源
管
理
計
画
検

　
　
　

討
委
員
会
（
役
場
第
１

　
　
　

会
議
室
）

26
日　

生
涯
学
習
合
同
閉
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

昨
年
の
12
月
19
日
（
水
）

に
棚
倉
町
の
「
ル
ネ
サ
ン
ス

棚
倉
」
に
お
い
て
、
郡
内
４

町
村
の
町
議
会
議
員
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
新
地
町
長
（
前
福
島
県

町
村
会
長
）
の
加
藤
憲
郎
氏

に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ

と
づ
く
り
」
〜
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
・
創
生
〜
と
題
し
た
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。
終
了
後

は
、
前
新
地
町
長 

加
藤
憲

郎
氏
を
囲
み
懇
談
会
を
行
な

い
ま
し
た
。 東

白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

質
問　

幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
に
つ
い
て

～前新地町長 加藤憲郎氏による講演の様子～

問答

請
願
・
陳
情

　
　

に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取

扱
い
を
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
し
ま
す
。
３
月
町

議
会
定
例
会
に
請
願
、
陳

情
を
さ
れ
る
方
は
平
成
31

年
２
月
25
日
ま
で
に
提
出

願
い
ま
す
。

議会の
動き

次
の
定
例
議
会
は

３
月
で
す
。



　

求
職
中
の
方
（
概
ね
45
歳
未

満
）
を
対
象
と
し
て
、
国
家
資

格
「
介
護
福
祉
士
」
の
取
得
と

介
護
福
祉
業
界
へ
の
正
社
員
就

職
を
目
指
す
２
年
間
の
職
業
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
31
年

４
月
か
ら
の
２
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
等
は
個
人
負
担
）
で
受
講
で

き
、
要
件
を
満
た
す
方
は
各
種

給
付
金
制
度
や
失
業
給
付
の
延

長
な
ど
の
制
度
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
31
年
１
月
15

　

日
（
火
）
〜
平
成
31
年
２
月

　

28
日
（
木
）

訓
練
会
場　

県
内
６
カ
所
の
専

　

門
学
校
（
詳
細
に
つ
き
ま
し

　

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。）

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

白
河
職
業
相
談
部
門
☎
０
２

　

４
８
‐
２
４
‐
１
２
５
６

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で

は
、
税
理
士
会
の
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
ま
し
て
、「
所

得
税
の
確
定
申
告
無
料
相
談

会
」
と
「
税
理
士
記
念
日
に
税

の
無
料
相
談
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
事
前
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
等
に
関

す
る
関
係
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時　

所
得
税
の
確
定
申
告
無

　

料
相
談
会
▼
２
月
18
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
／
税

　

理
士
記
念
日
税
の
無
料
相
談

　

会
」
▼
２
月
23
日
（
土
）
午

　

前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
白
河

　

市
中
田
１
４
０
）

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
隆
司
税
理

　

士
事
務
所
☎
０
２
４
８
‐
２

　

７
‐
０
３
１
６

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
、
気
軽
に

楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
活
動
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年

度
は
、「
糖
尿
病
の
予
防
」
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ

せ
て
お
り
、
コ
ミ
ネ
ス
大
ホ
ー

ル
で
は
、
県
立
医
科
大
学
の
竹

之
下
理
事
長
に
よ
る
基
調
講
演

や
糖
尿
病
予
防
を
テ
ー
マ
と
し

た
特
別
公
演
、「
そ
れ
い
け
ア

ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」、「
ガ

リ
ッ
ト
チ
ュ
ウ
」
と
「
ひ
ょ
っ

こ
り
は
ん
」
が
出
演
す
る
健
康

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
を
預
か

る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
女
性
の
た

め
の
骨
盤
矯
正
コ
ー
ナ
ー
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で

く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

平
成
31
年
２
月
24

　

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

場
所　

白
河
文
化
交
流
会
館
コ

　

ミ
ネ
ス
（
全
館
）
／
白
河
市

　

立
図
書
館
地
域
交
流
会
議
室

　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
立
医
科

　

大
学
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
☎

　

０
２
４
‐
５
４
７
‐
１
７
８

　

８

　

確
定
申
告
を
す
る
際
に
必
要

と
な
る
、
平
成
30
年
分
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
は
日
本
年

金
機
構
よ
り
、
平
成
31
年
１
月

中
旬
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

老
齢
・
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
全

員
に
、
平
成
30
年
２
月
支
払
分

〜
12
月
支
払
分
ま
で
の
金
額
を

記
載
し
た
源
泉
徴
収
票
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
は
、
非
課
税
所
得
で
す

の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
な
点

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
事
務

所
へ
の
ご
相
談
の
際
は
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意

し
、
必
ず
予
約
受
付
専
用
電
話

に
て
ご
予
約
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

　

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

１
１
６
５
／
予
約
専
用
受
付

　

電
話
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

４
８
９
０
（
受
付
時
間
：
月

　

曜
日
▼
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
７
時
／
火
〜
金
曜
日
▼
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分
／
第
２
土
曜
日
▼
午
前
９

　

時
30
分
〜
午
後
４
時
）

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
31
年
３
月
５
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
車
検

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
所
有

者
」
又
は
「
使
用
者
」
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
例
年
「
所
有
し
て

い
な
い
自
動
車
の
納
税
通
知
書

が
届
い
た
」、「
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
登
録
内
容
に
異
動

（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）
が
あ

る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
福

島
運
輸
支
局
等
で
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

登
録
手
続
き
に

　

関
す
る
こ
と
▼
東
北
運
輸
局

　

福
島
運
輸
支
局
い
わ
き
自
動

　

車
検
査
登
録
事
務
所
☎
０
５

　

０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
６

　

／
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の

　

送
付
先
変
更
な
ど
に
関
す
る

　

こ
と
▼
福
島
県
県
南
地
方
振

　

興
局
県
税
部
課
税
課
☎
０
２

　

４
８
‐
２
３
‐
１
５
１
９

　

県
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
知

識
や
理
解
度
を
測
る
「
ふ
く
し

ま
健
民
検
定
」を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

受
験
期
間　

平
成
31
年
２
月
６

　

日
（
水
）
〜
３
月
５
日
（
火
）

受
験
方
法　

①
「
ふ
く
し
ま
健

　

民
検
定
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

検
定
フ
ォ
ー
ム
上
で
解
答
／

　

②
問
題
用
紙
を
事
務
局
か
ら

　

取
り
寄
せ
、解
答
を
郵
送（
解

　

答
時
の
郵
便
料
は
事
務
局
負

　

担
）

合
格
基
準　

正
答
率
70
％
以
上

　
（
合
格
者
に
は
「
認
定
証
・

　

ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
特
別

　

版
」
を
進
呈
）

受
験
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

ふ
く
し
ま
健
民

　

検
定
事
務
局
☎
０
２
４
‐
９

　

２
７
‐
０
０
２
１
（
平
日
午

　

前
10
時
〜
午
後
５
時
）

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

「
平
成
30
年
度
い
き
い
き
健
康

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

　今月号のあとがきでは、矢祭中学校から
届いた一人の生徒の想いを綴った作文をご
紹介したいと思います。
　『僕がふくしま駅伝の練習に参加した際、
安全に練習ができるようにと毎日、地域の
ボランティアの方々が夜道の先導や帰りの
送迎をしてくださいました。中には仕事帰
りの方もいらっしゃり、忙しい中わざわざ
来てくださっていることに、感謝の気持ち
でいっぱいになりました。
　今までの僕は、自分の好きなことを仕事
にしようと考えていましたが、この経験を
通して、将来は役場の職員になり、お世話
になった方々の幸せのために働きたいと考
えるようになりました。これからは、今ま
で支えてくださった地域の方々への恩返し
ができるよう努力していきたいと思います。
　　　　　　　矢祭中学校３年　鈴木悠斗』
　こんな想いを持った後輩ができたら素晴
らしいなと感じました。　　　　　　　（海）

人　口 ５,８０７人（＋   ２）
男 ２,８４９人（－   ２）
女 ２,９５８人（＋   ４）
世　帯 ２,０６９世帯（＋   16）

人の動き
1月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
森永　キヨ 92 行男 12 / 28 関　岡
鈴木孝一郎 93 孝 12 / 29 東　舘
菊地　　清 94 齊藤𠮷民 12 / 29 戸　塚
藤井雄次郎 81 喜代子 1 / 1 山　下
鈴木キミ子 88 和彦 1 / 1 中石井
南原サタ子 86 順子 1 / ９ 東　舘
鈴木　　和 89 幸子 1 / ９ 東　舘
金澤　正夫 87 正則 1 / 13 東　舘
添田　昭雄 84 益子源右 1 / 14 東　舘
松本よしの 87 金澤浩美 1 / 15 茗　荷

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成３０年全国山火事防止統一標語
「小さな火　大きな森を　破壊する」

　３月１日～７日まで「忘れてない？サイフにスマホに火の確認」を全国
統一防火標語に、春季全国火災予防運動が実施されます。この期間はいつ
もより火災に対する意識が高まると思いますが、この機会に火災について
勉強するのも良いかもしれません。火災は本当にちょっとした油断から発
生します。たばこのポイ捨て、たき火、ガスコンロを点けたままその場を
離れてしまうなど「そんな事で火災に？」という原因が多いです。今の時
期は空気がとても乾燥し、火災が発生しやすい状況となっています。自分
の小さな油断で多くの大切な物を失わないよう予防に努めましょう。

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～1月15日）

火災件数　 １件
救急出動　   ９ 件

消防分署からのお願い

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

「
ふ
く
し
ま
健
民
検
定
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

平
成
30
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

「
介
護
福
祉
士
養
成
科
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
浅見　空

す ず

鈴 12/23 雄太 ・ 唯 東　舘

佐藤　　椿
つばき

1/9 幸喜 ・ 由美子 宝　坂

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

自
動
車
の
移
転
・
抹
消
の

手
続
き
に
つ
い
て

2627

後期高齢者医療保険料▶第７期
納期限（口座振替日）▶２月２８日（木）

●今月の納税



　ニュータウン中山在住の小林さんご家族。少し人見知りで活発な長男
の慶くんと天真爛漫で食欲旺盛な長女の結ちゃんにご両親は「優しい子
に育ってほしい。」と願っています。そんな兄妹は、お医者さんごっこ
をよくするそうで「病院に行ったときに覚えてくるんだと思うんですが、
慶が『はい、大丈夫ですか？』や『吸入しますね』などのセリフを言い
ながら細部にまでこだわって仲良くやっていますね。」と祐子さんが微
笑みながら教えてくれました。また、「父や私が走っている姿を見たり
していたことが影響しているようで、二人とも走っている人を見たり、
応援したりすることが好きみたいです。」と亮さんは話します。今後の
成長がとても楽しみな慶くんと結ちゃん。二人のお子さんをあたたか
い目で見守りながら、ご両親はこれからも明るい家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター２

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　小林慶
けい

くん（2）　結
ゆい

ちゃん（1）　

お父さん　亮さん　　お母さん　祐子さん　

【ニュータウン中山在住】

発
行
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自
立
総
務
課
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成31年 3月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成31年 3月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成31年 3月 31日まで

平
成
31年

2月
1日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.695

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6 7 8 9

●心の健康相談会
　保セ（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

● 1歳 6か月児健康診査
　保セ（13：00～13：10）
●母親学級　　　
　塙（13：30～15：30）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

10 11 12 13 14 15 16
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級　　　
　塙（13：30～15：30）

○深谷クリニック☎33-3223 ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

17 18 19 20 21 22 23
●矢祭読書の日 ●３か月児健康診査

　   塙（13：30～13：40）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級　　　
　塙（13：30～15：30）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

24 25 26 27 28 3/1 2
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●３歳児健康診査
　保セ（13：00～13：15）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級　　　
　塙（13：30～15：30）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ




